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4．結論
　本稿では，『日本語教育』に掲載された「実践研究」を調査し，その傾向と問題点を明ら
かにした。
　分析の結果，「実践と関わりのある論文」は，1510本中，120本のみで，全体の8％にすぎ
ないことが明らかになった。『日本語教育』に掲載された論文においては，具体的なB本語
教育実践と関連付けて考察されていないものが多いことが分かった。
　また，「実践と教育理論の関わりを重視するもの」を「理論の実践化」，「実践の典型化」，「実
践の中の理論」3つの基準に沿って分類した上でそれぞれの時期区分の特徴を指摘した。
　1966－1979年の「実践と関わりのある論文」では，「実践と教育理論の関わりをそれほど
重視しない」論文が多く掲載されていた。この時期は「日頃の教育実践を他の教師に具体
的に伝えるものtすぐに役立つ教え方の情報が得られるもの」としての論文が多かった。
　1980年から1989年においては，「実践と教育理論のかかわりを重視するもの」の中の「実
践の典型化」に分類される論文が多く抽出された。この時期は，TPR，サイレント・ウェイ，
コミュニカティブ・アプローチといった，既存の教授法や理論を前提としているものが多
い点が特徴である。
　1990年から1999年においては，f実践の典型化」に加え，「理論の実践化」「実践の中の理論」
に分類される論文も多く見られるようになった。特に，「実践の中の理論」は，1990年以降，
急激にその数を増やしていった。また，教室内でのインターアクションに注目した授業分
析や自己の内省に基づいた論文も見られるようになってきた。
　問題点としては，教育実践として，常に自身が何のために何をしょうとしているのかと
いう教育観を論じた論文がほとんどないということが挙げられる。論文の申で，実践の目
標を箇条書きにしたものは散見されたが，実践において，なぜこの目標を立てるのか，と
いう根拠となる教育観が示されないまま，目標が立てられ，実践が行われている場合が多い。
さらに，自身の教育観と教育実践のプロセスのデータ，次の実践への示唆を明らかにして
いる「実践砺究」論文として，2本の論考が抽出された。
　90年代以降の教育パラダイム転換以降教育観そのものの見直しが盛んになってきてい
る。それにも関わらず，実際には，自身の教育観を明確に示した論文は極めて少ない現状
にある。日本語教育における「実EIEJf究」は，「実践研究」とは何かという問いに対する自
身の価値観を意識的に確認していくプロセスと密接に関わっている。その際に，当然，日
本語教育実践における教育観の問題そして授業のプロセスを他者に向かって開示してい
く具体的方法の前提となる研究的立場の問題が問われてくる。このようなt教育観硬調
観に関わる問題を不問にしたまま，方法や技法のみをいくら議論しても，「実践硬究」の発
展は見込めない。「実践研究」を研究として発展的なものにしていく為には，まず，実践研
究者としての「実践研究」への姿勢を問いtこの姿勢の下で，教育方法や評価のあり方を
考えていく必要があると言える。
一　・14　一
　今回，『日本語教育』を分析することによって，「実践研究」についての様々な問題点が浮
かび上がってきた。『日本語教育』は調査の出発点とし，今後，各大学の紀要等の調査も進
めて行きたいと考えている。また，今後，自身が携わった具体的な実践を分析することによっ
て，実践者として，教室デザインのあり方を考え，「実践研究」という研究領域についてさ
らなる考察を加えていきたい。
注
1教育学の分野においては，稲垣（1995）が，資料としての記録の重要性に言及し，「実
　践者の報告は，テープ・ヴィデオ・作品，および記録された書語表現などとっき合わさ
　れて検討され，自らの意識的な実践の過程を，外に現れた行為の分析の照応として捉え
　る，観察によって捉えられる外的な変化を実践者の内的な過程とつきあわせてとらえる
　こと，外的な意味を捉えていくことを意味する」と述べている。
2　『日本語教育』では，「実践に関わりのある論文」を88号から「実践報告」と分類してい
　る。本稿では，88号以降は主に「実践報告」を分析対象としたが，「実践報告」として
　掲載されていない「研究論文」や「調査報告」についても，教育現場における実践の内
　容が具体的，かつ明示的に述べられている論文についてはt「実践に関わりのある論文」
　と判断し，分析対象に含めた。教育現場における実践の内容が具体的，かつ明示的に述
　べられている論文としては，授業のねらいと実践の概要実施計画が具体的に記されて
　いるものを対象とした。尚，霧砲課題と結果が書かれているのみで，授業のデザインが
　明確に記されていないものは含めなかった。
3　例えば，奥田（1981）は．日本語教育映画を教材として使用し，「使用した合計10本の
　映画のうち「やすいです　たかいです」を中心にしてどのような授業が展開されたか，
　どのような活用方法が可能であるかを紙面の許す限り詳しく紹介する」と述べ，具体的
　な授業例の詳細を示している。このように，授業例の詳縮のみを示し，実践内容や指導
　法を紹介したもので，佐藤の述べるギ日ごろの実践を他の教師に伝えるもの，すぐに役
　立つ考え方や情報が得られるもの」としての論文を「実践と教育理論との関わりをそれ
　ほど重視しないもの」として分類した。
4例えば，橋本他（1999）は，①学生の背景（中国系対非中国系）によって，教室活動に
　対する受け止め方が異なる，②各々の教室活動が「コミュニカティブ」であるかどう
　かに応じて，学生の受け止め方が変わる一という2つの仮説を明らかにする為に，第2
　言語の教室を観察する為に開発されたCOLT（communicative　Orientation　of　Language
　Teaching）を使用し，「コミュニケーション性」を産出している。このように，科学的な
　原理の証明の場として実践を捉えようとする立場に立った，仮説検証型，実験型の論文
　を「理論の実践化」に分類した。
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5例えば，三枝（1987）は，「サイレント・ウェイが外国語の習得にどのように効果があり，
　また，なぜ効果があるのか，特に入門時において指導する側と学ぶ側にどう作用するの
　かを，筆者の日本語教授体験を実例にとって示す」と述べている。．このように，ある特
　定の規準や教授方法を前提として実践を行い，自身の実践を誰もが共有しうる技術とし
　て提示する立場に立った論文を「実践の典型化」に分類した。
6　例えば，斉藤（2005）は，実践の取り組みの過程で，「教師との対話をしながら授業づ
　くりに関わったことによって，子どもたちのことばが，学校のあらゆる活動の申で，そ
　の活動文脈によって規定されつつも，語彙，文構造，文体，機能等の要素が幾筋にも連
　興しつつ高められていることを知り，授業の言語資料の分析を通して，子どものことば
　の発達における相互作用役割についての研究知見を，具体の様相としてつかむことがで
　きた」と述べている。このように，理論と実践とは別々の領域ではなく，全ての実践が
　理論的実践として対象化されている論文を「実践の中の理論」に分類した。
7　日本語教育学会発行の学会誌r日本語教育』100号の論文分類一覧の分類基準を参考にし，
　傾向を導き出した。
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